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町
指
定
文
化
財
の
「
壁
面
観
世
音

像
」は
、
観
世
音
川（
桂
川
の
支
流
）左

岸
の
崖
面
に
刻
ま
れ
た
磨
崖
仏
で
す
。

崖
の
中
段
を
ド
ー
ム
状
に
刳
り
抜
い

て
巌
窟
と
し
、
奥
壁
に
等
身
大
の
十

一
面
観
世
音
菩　

座
像
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
像
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
説

が
あ
り
ま
す
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『
昔
、こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
旅
の

僧
が
、
山
麓
の
岩
壁
に
一
夜
の
内
に

仏
像
を
刻
む
こ
と
を
決
意
し
た
。
僧

は
夜
を
徹
し
て
彫
り
進
め
、
や
が
て

観
音
像
が
姿
を
現
し
た
。
い
よ
い
よ

開
眼
の
段
と
な
り
、
最
後
の
眼
を
彫

ろ
う
と
し
た
時
、
一
番
鶏
が
鳴
い
て

朝
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
修
行
不
足

を
恥
じ
た
旅
の
僧
は
、
何
処
へ
と
も

な
く
立
ち
去
っ
て
行
っ
た
。
土
地
の

人
た
ち
は
旅
の
僧
の
無
念
を
察
し
、

今
で
も
鶏
を
飼
う
こ
と
を
し
な
い
。

こ
の
観
音
像
を
刻
ん
だ
旅
の
僧
は
、

徳
一
大
師
と
い
う
偉
い
お
坊
さ
ん
で

あ
っ
た
と
い
う
。』

　

伝
説
に
あ
る
徳
一
は
、
平
安
時
代

初
期
の
法
相
宗
の
僧
で
す
。
若
く
し

て
東
国
に
移
り
、
筑
波
山
寺
や
月
山

寺
、
会
津
の
慧
日
寺
な
ど
数
多
く
の

寺
を
開
い
て
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
、

菩　

や
大
師
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
三
月
一
八
日
が
壁
面
観
音
の

縁
日
で
す
。
観
音
像
を
管
理
す
る
以

道
会
の
方
々
が
大
山
寺
の
お
坊
さ
ん

を
迎
え
、
安
産
や
地
域
の
安
全
な
ど

を
祈
る
護
摩
修
法
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
壁
面
観
音
の
境
内
は
彼
岸

花
の
群
生
地
で
、
秋
に
は
絶
景
を
求

め
て
多
く
の
写
真
家
が
訪
れ
ま
す
。
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朝
焼
け
に
染
ま
る
歳
旦
の
空
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し
い
の
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こ
の
ひ
と
歳
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千
紗
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稲
穂
垂
る
田
圃
を
見
る
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子

成
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の
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に
孫
娘
は
優
し

希
望
め
ざ
し
て
凜
凜
し
く
生
き
よ

　
　
　
　
　
　

 
山
形　

式
妙

夜
の
外
出
個
人
行
動
と
る
な
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し
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小
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